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鎌谷嘉道氏の作文 (綴り方)教育実践について






年 度 文集名称 号 総ページ 学年 勤 務 校
昭和28年 光 の 国 1-13 4 (神崎郡船津村立)船津小学校
294F青 空 の 子 1ハVll 5 〃
304Fた け の こ 1-6 6 〃
314再麦 ぶ え 1～5 4 (神崎郡神南町立)  〃
324F山 び こ 1^V10 5 〃
33とF 麦 ぶ え 1～3 6 (姫路市立)     〃
344Fた け の こ 1～3 5 〃
354F芽 ば え 1～3 6 〃
36盗F わ か く さ 1～3 5 〃
37;Fえんぴつ文化 1～4 6 〃
384F友 だ ち 1～3 6 〃
394=た け の こ 1～3 4 〃
404F 城 1～3 5 (姫路市立)山田小学校
41年 〃 4～5 6 〃
42生F
?? 空 1～3 4 〃
434F 〃 4～5 5 〃


































1・はだかにされた中本君 ,(学級の中での 事｀件 (出来事)″ を訴えた作文 1編と,それに対す
る感想を書いた短文14編)                   ,





7・牛をつないだツバキの木・ 3:エンピツ対談 (対談記録 3編)
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 27巻 第 1号       35
8。おとうさんのけが (児童の作文 1編)
9・夏休みにこれだけは
1        10。あとがき
1    第2号(昭35・12・24)1       11・また橋波小学校にかわります。井上さんからの手紙 (転校していった児童からの手紙 1編)
12・ぼくが先生だったら私が先生だったら (児童の短文11編)
13・井上さんへの手紙 (転校 していった児童への手紙 3編)
14・中川君,いいこと教えてあげる (転入してきた児童への手紙 5編)
15。生活の変化に目をつける綴方日記を続けよう (2人の児童の日記 3編ずつ6編)
1       16。わたしのにわとりの経営 (児童作文 1編)1       17・小さな話, これは作文のなかにあった小さな話です (児童作文 8編)














































23・藤井 くん,白井 くんがんばれ (22に対する感想文17編)
24・パッチンとぼく (児童作文 4編)




















鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 27巻 第 1号       37
それは,書き手の児童に対する語 りかけの形式をとるものと,読み手の児童に 話｀ し合い″のため
の視点を示すものとの二つにわけることができる。
いま,書き手の児童に対する語 りかけの形式をとる 評｀語″の例を取 り上げる。































































































































































































































































































































菅原 稔 :鎌谷嘉道氏の作文 (綴り方)教育実践について
このような,生活の中の問題 (事件。出来事)を取 り上げた 一｀枚文集″は,「芽ばえJの他にも
1    27例が見い出される。
これらは,書くこと,書かれたものの機能を十分に活用して,文集を生活指導の上にも働 くもの
とした指導といえる。

































鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 27巻 第 1号
ます。
支 出 収 入
農業にか













収 入 支 出
農業以外の収入   1  米による収入





生 活 費 60%















46       菅原 稔 :鎌谷嘉道氏の作文 (綴り方)教育実践について





































































上の各 一｀枚文集″のうち, 2・5・ 6・11・13・15・18・19は,小学校入学以来の,あるいは




48        菅原 稔 :鎌谷嘉道氏の作文 (綴り方)教育実践について
1      20の「わが尊敬する友だち」には,次のような児童作文が, 6編収められている。

















































これらの,文集を中心 とした作文 (綴り方)教育実践のうち, もっともす ぐれた成果 となってい
るのは,「過去の ことを過去形で書 く」ことから「長いあいだに経験 したことをまとめて説明ふ うに
書 くJことへ と発展 させる生活文の指導である。それは,「くわ しく思い出す」ことを中心 とした も
のであ り,前者は「日記Jによって,後者は,作文の時間の「課題作文」によって,指導されてい









3)同  上   36ページ
4)文集「わかくさJ第1号―昭36・7・25- 6ページ～7ペー ジ
5)文集「友だちJ第1号―昭38・7。20- 「あとがきJ  45ページ
6)文集「わかくさJ第3号―昭37・3・23- 23ページ
7) 同  上   24ページ～25ペー ジ
8)  同  上   25ページ～26ペー ジ




50       菅原 稔 :鎌谷嘉道氏の作文 (綴り方)教育実践について
13)文集「芽ばえJ第1号―昭35,7・30-  14ページ～15ページ
14)文集「青空」第5号―昭43・7・15-  4ページ
15) 同  上   5ページ
16)  同  上   19ベージ
17)  同  上   19ページ～20ページ
18)文集「城」第 5号―昭42・3・20-  48ページ～49ペー ジ
19)文集「えんぴっ文化」第4号―昭38・3・20-  153ページ～154ベージ
(付記〉
本研究にあたり,広島大学教育学部国語教育研究室には,貴重な資料をお貸しいただき,数々 のご配慮をたま
わった。また,鎌谷嘉道氏には,直接お話をいただき,ご助力をいただいた。記して深く感謝の意を表したい。
(昭60・4,10記)
(昭和60年4月15日受理)
